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研究成果の概要（和文）：この研究プロジェクトは、日本のポップカルチャーや食などの海外展開についての実
態を研究するものである。インド、フランス、シンガポール、アメリカ、タイにおいて現地調査を行った。また
質の高い研究成果を多数、発表した。例えばGlobal Marketing Conferenceにおいて発表したUehara, Washida, 
and Matsui (2014)がTaylor and Francis Best Conference Paper Award を受賞した。また研究代表者が『アメ
リカに日本のマンガを輸出する：ポップカルチャーのグローバル・マーケティング』を有斐閣よりまもなく出版
予定である。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to inquire the global marketing of Japanese 
popular culture and Japanese cuisine in other countries. We conducted fieldwork in India, France, 
the United States, and Thailand. We presented many papers at conferences and published many papers 
and research monographs. Those are evaluated as high-quality outputs. For example, Uehara, Washida, 
and Matsui (2014) presented at 2014 Global Marketing Conference received Taylor and Francis Best 
Conference Paper Award. The principal investigator will publish a research monograph "Exporting 
Japanese Comics to the United States: Global Marketing of Popular Culture" soon.

研究分野： マーケティング、消費文化理論、文化社会学

キーワード： 異文化ゲートキーパー　グローバル・マーケティング　ポップカルチャー　日本食
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者は、平成 22〜24 年度にかけて
若手研究（B）「文化製品の国際マーケティン
グ:北米における日本産マンガの普及に関す
る実証研究」（研究課題番号：22730332）と
いう研究を進めてきた。この研究は、日本と
いう独特な文化圏で生み出されたマンガが、
アメリカというまったく異なる文化圏にお
いて、どのようにマーケティングされ受容さ
れたのか、ということを明らかにするもので
ある。マンガのような文化的な産物は、機能
的な製品とは違い、面白いかどうかなど、文
化の違いによって評価のされ方が異なって
くる。そのためアメリカにおいて日本産マン
ガを売る際には、様々な障害に直面した。 
 こうした文化的な産物には、マンガのみな
らず、様々なポップカルチャーや食も含まれ
る。マンガの海外進出で直面した文化的なギ
ャップは、こうした他の文化的な産物にも見
られるはずであり、これらもまた調査するこ
とで、クリエイティブ産業の海外展開につい
てより一般性が高い理論構築が可能になる
と考えた。こうした理由から、本研究を始め
ることとなった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、日本のクリエイティブ産
業の海外展開に関して実証的かつ理論的に
検討することにある。本研究では、クリエイ
ティブ産業において海外への輸出を担う主
体を、異文化ゲートキーパー（cross-cultural 
gatekeeper）と呼ぶ。日本で好まれるものが進
出国でも同様に好まれるとは限らない。しか
しその一方で、現地の嗜好に合わせた現地化
を野放図に進めると、日本の文化圏で育まれ
た進出国にはない魅力、さらには原産国効果
を削いでしまう危険性がある。日本という独
自の文化圏で育まれた文物の魅力を海外の
人々に適切に翻訳して伝えるために、異文化
ゲートキーパーは、どのようなマーケティン
グを展開すべきであろうか。彼らが直面する
困難はどのようなものであり、どのようにし
て克服すべきなのだろうか。これが本研究の
問いである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法は、インタビューやフィール
ドワークといった定性的な調査方法を、イン
ド、フランス、シンガポール、アメリカ、タ
イといった現地調査において採用した。 
 この調査で用いられた方法論は、松井（研
究代表者）が翻訳出版した『消費者理解のた
めの定性的マーケティング・リサーチ』に基
づいたものである。また松井と鈴木（研究分
担者）は、大部の『ソロモン消費者行動論』
を翻訳し、グローバルな消費者行動を分析す
る本格的な枠組みを提供した。それぞれの翻

訳書は、定性調査、消費者行動論に関する世
界標準のテキストブックである。 
 
４．研究成果 
 
 インドの現地調査（平成 25 年 9 月）につ
いては、現地版『巨人の星』のアニメーショ
ンを実際に制作する企業に聞き取りを行う
ことで、表現上の留意点やターゲット視聴者
についての詳細な情報を得た。また現地メデ
ィアの専門家から、同アニメについて第三者
的な視点に立って評価をしてもらった。これ
まで日本側の制作者（輸出側）とも密接に情
報交換していたが、今回の現地調査を通じて
浮かび上がったことは、海外のクリエイティ
ブ製品を受容する側（輸入側）が直面する文
化や制度のギャップがゆえの摩擦である。 
 フランス・パリでの現地調査（平成 25 年
11 月）については、まず日本産マンガの出版
社への聞き取りを行った。研究代表者が平成
24 年度に実施した調査（上述の若手研究(B)）
でアプローチできなかった出版社に対して
重点的に聞き取りを行った。過去の調査をあ
わせて、フランス市場にある主要な日本産マ
ンガ出版社をほぼすべて網羅した。また日本
食の受容についても、日本食レストラン経営
者、食評論家などに聞き取り調査を行った。
鮨文化の普及に貢献したのが、実は日本人
（輸出側）ではなく現地の中国人（輸入側）
であることなど、興味深い発見事実を得た。 
 シンガポールでの現地調査については、日
本のクリエイティブ産業の国際展開につい
て、詳細なフィールドワークを実施した。食、
アパレル、音楽、アニメ、出版、書籍販売、
メディアなどの分野で異文化ゲートキーパ
ーとしての役割を果たしている企業など話
を伺った。日本産のコンテンツや食などを現
地化しつつもオリジナルの魅力を維持する
ための努力について、さまざまな知見があっ
た。 
 アメリカでの現地調査については、ボスト
ンでは、日本のポップカルチャーに造詣が深
い MIT のイアン・コンドリー教授や、ハーバ
ード大学のテッド・べスター教授と、われわ
れの研究プロジェクトについての意見交換
を行った。また、ニューヨークでは、日本食
レストランの事業者（大戸屋）への聞き取り
調査を行った。また、日本食レストランで実
際に食事してフィールドワークを行った。 
 タイ・バンコクでの現地調査については、
平成 27 年から 29 年にかけて、合計６回の現
地調査を行った。 
 第１回調査（平成 27 年 2 月）では、日本
食レストランの事業者や日本産マンガの翻
訳出版社、アニメ・コミック・ゲーム関連商
品の販売チェーン店、コンビニエンスストア
チェーンなどに対する聞き取り調査である。
また、日本食レストランで実際に食事してフ
ィールドワークを行った。さらに、日本食を
食べる習慣があるタイ人消費者 10 名に対す



る深層インタビューを実施した。 
 第２回調査（平成 28 年 8 月）では、上述
のタイ人消費者 10 名に対する深層インタビ
ューを実施した。日本らしさを感じる写真を
持参してもらい、それに基づき日本や日本食
についてのイメージについて ZMET（Zaltman 
Metaphor Elicitation Technique）という手法を
用いて語ってもらった。また８月から９月に
かけて食日記（毎食、写真を撮ってもらい、
感想などを記入するもの）を付けてもらった。 
 第３回調査（平成 28 年 9 月）では、第１、
２回調査の対象となった消費者に、３つの代
表的な日本食レストランに集まってもらい、
実際に日本食を食べてもらいながら、日本食
の消費についての深層インタビューを行っ
た。 
 第４回調査（平成 29 年 1 月）では、日本
食レストランチェーンの創業者と社長にヒ
アリングを行った。 
 第５回調査（平成 29 年 3 月）では、第２
回、３回調査に参加してもらった消費者の家
庭を訪問して、台所などを観察して、彼らの
日常の食生活について深層インタビューを
行った。 
 第６回調査（平成 29 年 9 月）では、論文
執筆のために欠けているデータを収集する
ために、同じ調査対象である消費者と企業に
対して追加的なインタビューを行った。 
 以上のバンコクにおける日本食消費に関
する調査内容は論文化され、国際的な学術誌
に投稿された。 
 以上の調査を踏まえて、多数の研究成果が
出版された。その詳細は「５．主な発表論文
等」の通りである。質の高い研究成果を、国
内外において、多数、発表した。 
 特に Global Marketing Conference において
発表した Uehara, Washida, and Matsui (2014)が
Taylor and Francis Best Conference Paper Award 
を受賞した。同カンファランスは、American 
Marketing Association をはじめとする世界各
国のマーケティング関連の有力学会が参加
するものであり、そこでの評価は、本研究の
質の高さが国際的に認められたことの証で
あると考えられる。 
 また研究代表者が『アメリカに日本のマン
ガを輸出する：ポップカルチャーのグローバ
ル・マーケティング』を有斐閣よりまもなく
出版予定である。本書は、クリエイティブ産
業の海外展開に関する日本で初めての本格
的な研究書である。 
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